
全地連「技術フォーラム 2025」山形 
【9 

 

現地浸透試験と室内透水試験の相関性に関する考察 

株式会社新東京ジオ・システム  〇村形 悠稀、清野 裕丈、髙橋 健介、斉藤香織 

 

1. はじめに 

浸透施設の設計に際し、現地の透水性を把握するには、

ボーリング孔や現地浸透試験等が必要となる。しかし、

現場状況によっては重機を入れるスペースが無い場合や、

試験で使用する多量の水の確保や運搬が出来ない等の理

由で、現地浸透試験が実施出来ないことがある。この場

合、土の透水試験（JISA1218:2020）1)や一般値で推定す

ることがある。だが、乱した試料で室内透水試験を行っ

た場合、現地の地盤状況を反映していないと思われ、そ

の再現性が問題となっている。よって今回は、現地盤の

透水性を室内で再現できるのかを考えた。その一つに密

度(湿潤密度)が関係していると推測し、締固めで密度を

合わせれば、透水係数も近い値を示すかを検証する。 

 

2. 試験概要 

 今回の検証では、試験地盤の透水係数と密度を確認

し、室内試験で締固めの回数を変化させ試験地盤の密度

を再現し、室内透水試験を実施する。本試験では3地点を

対象に行った。それぞれ、試料 A（砂礫）と試料 B（砂）

の地点で砂置換法による土の密度試験（JISA1214:2013）

2)及び土研法3)による現地浸透試験を行った。試料 C(粘性

土)は現地の状況により、ブロックサンプリングで土の湿

潤密度及び室内透水試験を測定した。なお、試験地盤の

物理特性を把握するために試験箇所から採取した試料で

物理試験を行った。 

表-1 物理試験結果一覧 

 

試験の結果、上表に示す土質分類となり、これを考慮

し室内透水試験は試料 A、B が定水位透水試験、試料 C が

変水位透水試験で実施した。締固め回数は、物理特性を

踏まえて3段階に分けて行う。 

 

図-1 粒度分布図 

3. 試験結果 

（1) 湿潤密度 

湿潤密度の結果を表-2 に比較を図-2～4 に示す。 

試料 A、B は下図より 14～18 回程度で現場の地盤と近い

密度が得られることがわかった。試料 C は乱さない土で

行った結果と締固め 6 回で近似し、締固めの回数が多く

なるに従い、湿潤密度が上がる傾向にある。 

表-2 湿潤密度結果表 

 

 

図-2 湿潤密度の比較(試料 A) 

 

図-3 湿潤密度の比較(試料 B) 
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図-4 湿潤密度の比較(試料 C) 

（2） 現地浸透試験結果  

現地浸透試験の結果を表-3 に示す。結果は全試料で概

ね一般的な値を得た。試料 Cは粘性土のため土研法を行

わず、乱さない土を採取し室内透水試験を実施した。 

表-3 現地浸透試験の透水係数 

（3） 室内透水試験結果 

室内透水試験の結果を表-4 と図-5～7 に示す。これら

の試験の結果から、定水位法で行った試料の場合、下図

によれば、約 38～43 回程度で現地浸透試験の透水係数

と近くなる傾向となった。 

 変水位法で行った試料 C(粘性土)の場合は、締固めの

回数が増えていく度に、透水性は低くなっている。 

表-4 室内透水試験の透水係数 

 

 

図-5 透水試験結果(試料 A) 

 

図-6 透水試験結果(試料 B) 

 

図-7 透水試験結果(試料 C) 

4. 考察 

今回の試験の結果では、密度は試料 A（砂礫）、B（砂）

で締固め回数が 14～18 回付近で現状土と近い値を示し

た。透水係数については、約 38～43 回程度で現状土と近

い値を示した。この結果より、JISA1218:2020 に記載さ

れている試験方法は現状土に近い結果が得られることが

解った。 

試料 C（粘性土）については、密度と透水係数も締固

め回数 6 回の値が最も現地の地盤と近似する結果となっ

た。但し、締固めの回数が少ないため、モールドとの空

隙ができる場合や供試体が不均質な状態になるなどの影

響が懸念される。よって、粘性土については乱さない土

を採取し不攪乱試料で室内透水試験を行うことが、望ま

しいと判断される。 

 次に、Creager による D20（mm）の値（表-1 参照）を用

いた透水係数との比較を表-5に示す。この比較では、試

料 B（砂）は極めて近い値を示すが、試料 A（砂礫）、試

料 C（粘性土）については相関性はみられなかった。 

表-5 Creager による透水係数 

 

5. 結論 

 密度は、試料 A（砂礫）、B（砂）の場合 14～18 回、試

料 C（粘性土）が 6 回での締固めにおいて、現地の地盤

と近い値を示した。 

透水係数については、試料 A（砂礫）、B（砂）の場合 38

回～43 回、試料 C（粘性土）は締固め回数 6 回で現状土

に近い値となった。よって、礫および砂は試料の密度を

現状土の値に調整した透水係数はやや高めになることを

示しており、実際は 40 回程度の回数で締固めが必要と

なる結果となった。 

6. 今後の課題 

 今回は、室内透水試験の締固め回数を三段階に分けて

行ったが、様々な土質を対象に回数変化をさらに調整し、

含水比や飽和度、間隙率等も管理した詳細な検証を行い

たい。今後もより多くのデータを用いて検証すれば一定

の傾向が得られる可能性があると思われる。 
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